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令 和 ５ 年 度 　 藤 井 寺 市 市 民 文 化 財 講 座 　 2 0 2 3 ( 令 和 5 ） 年 1 2 月 2 日 　

“ 長 尾 街 道 探 訪 ” 　  芝 田 和 也 ( 松 原 市 教 育 委 員 会 ）

　

古 代 の 河 内 は 、 淀 川 、 大 和 川 な ど か ら の 堆 積 に よ り 、 海 か ら 肥 沃 な 大 地 へ と そ の 姿 を

変 貌 さ せ 、 河 内 平 野 に は 、 幾 代 に も わ た る 人 々 の 活 動 歴 史 が 数 多 く 埋 蔵 さ れ て い ま す 。

大 阪 平 野 南 部 地 帯 の 台 地 や 丘 陵 地 と 間 に 広 が る 沖 積 地 に は 数 多 く の 古 墳 や 碁 盤 の

目 の よ う な 耕 作 地 と と も に 様 々 な 道 が 縦 横 に 通 じ て い ま す 。 こ れ ら の 道 に つ い て 考 古 ・

歴 史 地 理 ・ 文 献 な ど か ら 様 々 な 検 討 が 行 わ れ て き ま し た 。

今 回 は 、 古 代 か ら 現 在 ま で 続 く 、 交 通 の 要 衝 地 松 原 で の 近 年 の 調 査 な ど を 踏 ま え て

市 内 を 東 西 に 走 る 長 尾 街 道 の 様 相 を 探 っ て み た い と 思 い ま す 。

図 １  日 下 雅 義 『 古 代 景 観 の 復 元 』

図 ２  古 代 の 大 阪 南 部 の 景 観

「 松  原  市  の  道 」

Ⅰ ． 文 献 ・ 歴 史 地 理 学 か ら の 考 察

１ ． 「 古 事 記 」 「 日 本 書 紀 」

・ 難 波 か ら の “ 大 道 ”

・ 天 武 天 皇 ： 壬 申 の 乱 に 見 る 「 丹 比 ・ 大 津 両 道 」

Ⅱ ． 考 古 学 か ら の 考 察

１ ． 長 尾 街 道 と 沿 線 の 発 掘 調 査

道 路 側 溝 の 発 見

・ 上 田 町 遺 跡 － 長 尾 街 道 沿 い － 試 掘 調 査 （ １ ９ ８ ２ ・ ） ・ 上 田 町 遺 跡 発 掘 調 査 （ １ ９ ８ ８ ） ・ 上 田 町 遺 跡 発 掘 調 査 （ １ ９ ９ ３ ）

・ 高 見 の 里 遺 跡 発 掘 調 査 （ １ ９ ９ ７ ）

主 な 沿 線 の 発 掘 調 査

・ 一 津 屋 町 遺 跡 発 掘 調 査 （ １ ９ ８ ８ ） ・ 清 水 遺 跡 発 掘 調 査 （ １ ９ ９ ９ ）

２ ． 市 内 の 古 道 関 連 の 調 査

難 波 大 道 ・ 大 和 川 今 池 遺 跡 発 掘 調 査 （ １ ９ ８ ０ ） ・ 斜 向 道 （ 立 部 遺 跡 ）

※ 新 た な 正 東 西 方 向 規 格 道 路 の 可 能 性 ・ 小 字 名 「 古 道 」 ・ 磯 歯 津 道 と 長 尾 古 道 の 真 中 間 線



②

図 ３ 『 松 原 市 文 化 財 分 布 図 』 2 0 1 7 図 ５ 松 原 市 内 条 里 遺 構 図 『 松 原 市 史 』 第 一 巻 1 9 8 5

図 ４ 丹 比 郡 域 図 『 松 原 市 史 』 第 一 巻 1 9 8 5
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時 代 の 契 機 事 象 ･ そ の 他 備 考 松 原 の 文 化 財

東 新 町 遺 跡 （ 噴 砂 ）

三 宅 西 遺 跡

5 7 = 後 漢 に 朝 貢 ( 奴 国 王 ) ･ ｢ 漢 倭 奴 国 王 ｣ 印 授 与

1 8 8 = 倭 国 大 乱, 邪 馬 台 国 女 王 ･ 卑 弥 呼

2 3 9 = 魏 に 朝 貢 ( 卑 弥 呼 ) ･ ｢ 親 魏 倭 王 ｣ 印 授 与

2 4 8 = 卑 弥 呼 死 去, 2 6 6 = 西 晋 に 朝 貢 ( 壹 与 )

3 1 3 = 楽 浪 郡 滅 亡 ( 高 句 麗 )

大 道 を 作 る （ 仁 徳 天 皇 1 4 年 ）大 道 を 作 る （ 仁 徳 天 皇 1 4 年 ）
3 6 9 = 七 支 刀 授 与 ( 倭 王 )

4 2 1 = 宋 に 朝 貢 ( 倭 王 讃 ) ･ ｢ 安 東 将 軍 倭 国 王 ｣ 号 授 与

伝 ・ 丹 比 柴 籬 宮 （ 反 正 天 皇 ） 4 4 3 ～ 4 7 8 = 宋 に 朝 貢 ( 倭 王 済 ･ 興 ･ 武 )

5 1 3 = 五 経 博 士 ･ 5 3 8 = 仏 教 伝 来, 5 6 2 = 任 那 滅 亡 立 部 古 墳 群

推 古 天 皇 即 位 ( 5 9 2 ), 摂 政 ･ 聖 徳 太 子 5 8 7 = 物 部 氏 滅 亡 大 塚 山 古 墳

6 0 3 = 冠 位 十 二 階 制 定, 6 0 4 = 十 七 条 憲 法 制 定

6 0 8 ＝ 隋 国 　 裴 世 清 来 朝 ( 推 古 天 皇 ２ １ )

6 1 3 ＝ 大 道 を 置 く ( 推 古 天 皇 ２ １ )6 1 3 ＝ 大 道 を 置 く ( 推 古 天 皇 ２ １ )
6 1 6 ＝ 狭 山 池 下 層 東 樋 の 木 樋 推 古 天 皇 ２ 4 伐 採

大 化 改 新 ( 中 大 兄 皇 子 = 天 智 × 蘇 我 入 鹿 ) 6 2 3 = 法 隆 寺 金 堂 釈 迦 三 尊 像

難 波 に 遷 都 ( 孝 徳 天 皇 ） 6 4 5 = 難 波 遷 都

6 5 2 = 難 波 長 柄 豊 碕 宮 完 成 ( 前 期 難 波 宮 ）

6 6 3 = 白 村 江 の 戦 ( 日 本 × 新 羅 ) ・ 百 済 滅 亡

近 江 大 津 宮 遷 都 （ 天 智 天 皇 ） 6 6 7 = 近 江 大 津 宮 遷 都

壬 申 の 乱 ( 大 海 人 皇 子 = 天 武 × 大 友 皇 子 ) 6 7 2 = 壬 申 の 乱6 7 2 = 壬 申 の 乱
6 3 8 = 富 本 銭 ( 天 武 天 皇 1 2 年 の 銅 銭 か ）

藤 原 京 遷 都 ( 持 統 天 皇 ) 6 9 4 = 藤 原 京 遷 都

平 城 京 遷 都 ( 聖 武 天 皇 ) 7 0 1 = 大 宝 律 令 制 定, 7 0 8 = 和 同 開 珎 公 布

7 1 2 = ｢ 古 事 記 ｣ 成 立

元 号 を 天 平 に 改 元 7 2 3 = 三 世 一 身 法 制 定

7 2 6 = 難 波 京 造 営 開 始

7 4 3 = 墾 田 永 年 私 財 法 公 布 ( 荘 園 の 開 発 )

難 波 京 遷 都 ( 聖 武 天 皇 ） 7 4 4 = 難 波 京 遷 都

養 老 律 令 施 行, 聖 武 天 皇 崩 御 ( 7 5 6 ) 7 5 2 = 東 大 寺 大 仏 開 眼

7 5 9 = 唐 招 提 寺 建 立 ( 僧 鑑 真 )

長 岡 京 造 営 着 手 ( 桓 武 天 皇 ) 7 6 9 = 僧 道 鏡 事 件

7 8 7 = 長 岡 京 遷 都 ( 桓 武 天 皇 )

平 安 京 遷 都 ( 桓 武 天 皇 ) 7 8 8 = 延 暦 寺 創 建 ( 最 澄 )

8 0 5 = 天 台 宗 ( 最 澄 ), 8 0 6 = 真 言 宗 ( 空 海 )

遣 唐 使 派 遣 中 止 8 6 6 = 応 天 門 の 変, 摂 政 ･ 藤 原 良 房 ( 以 後 藤 原 時 代 )

1 0 1 6 = 摂 政 ･ 藤 原 道 長

院 政 の 開 始 ( 白 河 上 皇 ) 1 0 5 1 = 前 九 年 の 役, 1 0 8 3 = 後 三 年 の 役

1 1 5 2 = 厳 島 神 社 修 造 ( 平 清 盛 )

太 政 大 臣 ･ 平 清 盛 1 1 5 8 = 後 白 河 院 政

1 1 8 0 = 源 頼 政 ･ 以 仁 王 ･ 源 頼 朝 ･ 源 義 仲 挙 兵

鎌 倉 幕 府 開 幕 ( 征 夷 大 将 軍 ･ 源 頼 朝 ) 1 1 8 5 = 壇 ノ 浦 の 合 戦 ･ 平 氏 滅 亡

松 原 市 関 連 古 道 文 献

『 松 原 市 史 第 三 巻 』 1 9 7 8

縄 文

表 １ 　 年 　 表

池 内 遺 跡 、 高 木 遺 跡 、 上 田 町 遺 跡 、 高 木 遺 跡弥 生

平  安

中 ・ 下 高 野 街 道
池 内 遺 跡
永 興 寺 （ 大 林 寺 十 一 面 観 音 立 像 ）

立 部 遺 跡 （ 鋳 物 師 ）

飛  鳥

難 波 大 道 、 長 尾 街 道 ( 大 津 道 ? ) 、 竹 内 街 道
( 丹 比 道 ? ) 、
大 和 川 今 池 遺 跡 、 上 田 町 遺 跡 、 新 堂 遺 跡 、 清
水 遺 跡 、 南 新 町 遺 跡 、 丹 比 大 溝 。 東 新 町 遺
跡 、 堀 遺 跡

奈  良

住 吉 道 （ 斜 向 道 )
蔵 重 遺 跡 、 蔵 重 西 遺 跡 、 清 水 遺 跡 （ 条 里 ） 、 高
木 遺 跡 （ 条 里 ）
河 合 遺 跡 、 阿 保 遺 跡 、 堀 遺 跡

古  墳

東 新 町 遺 跡 、 上 田 町 遺 跡 、
阿 保 遺 跡 、 大 和 川 今 池 遺 跡



④

図 ７ 一 津 屋 町 遺 跡

奈 良 時 代 井 戸

『 松 原 市 遺 跡 発 掘 調 査 概 要 』 1 9 8 7

図 ６ 松 原 市 内 の 道 路 遺 構 と 沿 線 の 調 査

※ 岡 本 武 司 （ 元 松 原 市 教 育 委 員 会 ） 作 図 に 加 筆
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図 ８ 道 路 遺 構 と 沿 線 の 調 査 ※ 岡 本 武 司 作 図 に 加 筆



⑥ 　 　 　 　 　 　 　

図 ９ 道 路 遺 構 と 沿 線 の 調 査
※ 岡 本 武 司 作 図 に 加 筆



⑦

図 １ ０ 道 路 遺 構 と 沿 線 の 調 査
※ 岡 本 武 司 作 図 に 加 筆



松 原 市 の 歴 史 変 遷  

 

松 原 市 の 立 地 は 、 上 町 台 地 と そ の 縁 辺

お よ び 羽 曳 野 丘 陵 か ら 派 生 す る 丘 陵 部 並

び に 狭 間 で あ る 大 阪 狭 山 市 所 在 の 狭 山 池

か ら 流 れ る 西 除 川 下 流 域 の 沖 積 地 と か ら

な り ま す 。  

市 内 で の 人 々 の 活 動 の 跡 と し て は 、 １ 万

年 以 上 前 の 旧 石 器 時 代 の 石 器 が 大 和 川 今

池 遺 跡 ・ 新 堂 遺 跡 ・ 丹 南 遺 跡 他 か ら 出 土 し

ま し た が 、 単 発 的 な 出 土 で あ り 、 藤 井 寺 市

の は さ み 山 遺 跡 の 後 期 旧 石 器 （ ３ 万 年 ～ 1

万 3 0 0 0 年 前 ） の 住 居 跡 や 、 羽 曳 野 市 の 翠

鳥 園 遺 跡 の ２ 万 年 前 の 石 器 工 房 跡 な ど の

明 確 な 活 動 跡 は 発 見 さ れ て い ま せ ん 。  

集 落 遺 跡 の 初 現 は 縄 文 時 代 後 期 に 集 落

が 営 ま れ て い た 可 能 性 を 示 す 縄 文 土 器 が

多 数 出 土 し た 三 宅 西 遺 跡 。  

弥 生 時 代 で は 、 畿 内 で 最 も 古 い 時 期 で

あ る 弥 生 時 代 前 期 の 水 田 跡 や 集 落 を 取 り

巻 く 環 濠 が 発 見 さ れ た 池 内 遺 跡 や 三 宅 西

遺 跡 で の 竪 穴 建 物 で の 石 器 づ く り 。 新 堂 遺

跡 か ら は 弥 生 後 期 か ら 末 の 竪 穴 建 物 が 確

認 さ れ て い ま す 。 ま た 畿 内 で は 初 の 発 見 と

な る 北 九 州 産 の 石 斧 が 出 土 し ま し た 。  

古 墳 時 代 は 、 全 国 第 ５ 位 の 規 模 を 持 つ

前 方 後 円 墳 の 大 塚 山 古 墳 や 在 地 の 豪 族 が

葬 ら れ た 円 墳 や 方 墳 が 築 造 さ れ た 立 部 古

墳 群 。 朝 鮮 半 島 か ら 技 術 が 導 入 さ れ 焼 き

始 め ら れ た 須 恵 器 窯 の 樋 野 ヶ 池 窯 跡 。  

飛 鳥 時 代 は 、 6 1 6 年 ご ろ 築 造 の 狭 山 池

と 関 連 の 深 い 市 域 を 東 西 4 ㎞ に わ た っ て

開 削 し た 灌 漑 や 水 運 に 利 用 の 丹 比 大 溝 。  

丹 南 遺 跡 で は 役 所 あ る い は 豪 族 の 館 跡

と 考 え ら れ る 飛 鳥 に い た る 竹 内 街 道 に 近 接

す る 場 所 に 設 け ら れ た 大 規 模 な 建 物 群 や

河 合 遺 跡 で は 奈 良 時 代 の 官 衙 （ 役 所 ） 跡 が

見 つ か り ま し た 。  

平 安 時 代 か ら 中 世 に か け て 全 国 的 に そ

の 足 跡 を の こ す 丹 南 鋳 物 師 の 工 房 跡 が 松

原 か ら 旧 美 原 町 域 に か け て 発 見 さ れ て い

ま す 。  

河 内 鋳 物 師 の 工 房 跡 と し て は 松 原 市 立

部 に 所 在 す る 立 部 遺 跡 で の 平 安 時 代 後 期

（ 1 1 世 紀 ） の 工 房 跡 が 最 も 古 い も の で あ る

と 考 え ら れ て い ま す 。  

江 戸 時 代 に は 、 丹 南 の 地 に 譜 代 大 名 の

高 木 氏 が 陣 屋 を 置 き 幕 末 ま で 続 き ま し た 。  

そ の ほ か 現 在 も 各 村 落 に 見 ら れ る 浄 土

真 宗 や 融 通 念 仏 宗 な ど の 寺 院 の 多 く が 中

世 か ら 近 世 に か け て 造 営 さ れ 、 近 世 の 景 観

が 戦 前 ま で 面 影 が 色 濃 く 残 さ れ て き ま し た 。   

 

 

市 内 の 主 な 遺 跡  

１ .長 尾 街 道 ・ 竹 内 街 道 ・ 斜 向 道 （ 分 布 図 番

号 . 4 7・ 4 8 、 街 道 番 号 1 ・ 2 ・ 5 ）  

 上 田 町 遺 跡 の 一 角 、 長 尾 街 道 に 沿 っ た と

こ ろ で 、 長 尾 街 道 に 並 行 す る 飛 鳥 時 代 の 溝

が 発 見 さ れ ま し た 。 長 尾 街 道 自 体 は 中 近 世

に 発 達 し た 街 道 で す が 、 元 々 そ の 前 身 は 古

代 に お い て 難 波 宮 と 飛 鳥 宮 を 結 ん で い た

官 道 ・ 大 津 道 で は な い か と 推 論 さ れ て い ま

す 。  

 長 尾 街 道 に 平 行 す る 東 西 道 の 竹 内 街 道

は 、 難 波 津 と 飛 鳥 を 結 ぶ 道 と し て 、 推 古 2 1

年 ( 6 1 3 ) に 整 備 さ れ た 「 大 道 」 を 起 源 と す る

わ が 国 最 古 の 官 道 で あ り 日 本 遺 産 に 認 定

さ れ ま し た 。  

 

２ .大 和 川 今 池 遺 跡 （ 分 布 図 番 号 . 2）  

下 水 処 理 場 の 建 設 や 大 和 川 の 堤 防 工 事

に 伴 っ て 大 規 模 な 発 掘 調 査 が 行 わ れ 、 古

墳 時 代 の 竪 穴 住 居 跡 を は じ め 、 以 降 中 世

に 至 る ま で の 各 時 期 の 掘 立 柱 建 物 群 跡 や

中 世 の 豪 族 居 館 跡 な ど が 発 見 さ れ て い ま

す 。     

遺 跡 の 西 端 、 本 市 と 堺 市 と の 市 境 界 付

近 で は 、 難 波 宮 南 方 直 線 大 道 で あ る 難 波

大 道 も 発 見 さ れ ま し た 。  



遺 跡 の 西 隣 （ 堺 市 ） に は 日 本 書 紀 や 古 事

記 に そ の 名 が 見 ら れ る 依 網 池 が あ っ た と さ

れ て お り 、 本 遺 跡 と の 関 連 に 非 常 に 興 味 深

い も の が あ り ま す 。  

 

３ .高 木 遺 跡 （ 分 布 図 番 号 . 9）  

 弥 生 時 代 か ら 中 世 の 集 落 遺 跡 で す 。 発 掘

調 査 で は 、 弥 生 時 代 中 期 か ら 後 期 に か け

て の 竪 穴 住 居 や 井 戸 の ほ か 、 奈 良 時 代 か

ら 平 安 時 代 後 期 の 官 衙 か 豪 族 居 館 と 思 わ

れ る 掘 立 柱 建 物 群 や 井 戸 ・ 溝 、 中 世 の 屋 敷

跡 と 思 わ れ る 掘 立 柱 建 物 群 や 井 戸 と そ れ

ら を 囲 む 溝 な ど が 発 見 さ れ ま し た 。  

奈 良 時 代 の 条 里 坪 境 に 相 当 す る 大 畦 畔

も 発 見 さ れ て い て 、 条 里 制 の こ と を 考 え る

う え で も 貴 重 な 資 料 と な っ て い ま す 。  

 

４ .清 水 遺 跡 （ 分 布 図 番 号 . 1 0）  

古 墳 時 代 か ら 中 世 に か け て の 集 落 遺 跡

で す 。 発 掘 調 査 で は 、 長 尾 街 道 に ま で 広 が

る 古 墳 時 代 後 期 の 溝 で 囲 ま れ た 掘 立 柱 建

物 群 が 発 見 さ れ て お り 、 当 時 の 豪 族 の 居 館

と 考 え ら れ ま す 。  

長 尾 街 道 の 敷 設 時 期 を 考 え る う え で 貴

重 な 調 査 と な っ て い ま す 。  

 

5. 布 忍 遺 跡 （ 分 布 図 番 号 . 1 1）  

遺 跡 内 で は 未 だ 大 規 模 な 発 掘 調 査 は 行

わ れ て お ら ず 、 詳 細 は よ く わ か っ て い ま せ

ん が 中 世 の 大 寺 院 と 目 さ れ る 永 興 寺 （ よ う

こ う じ ） が あ っ た と さ れ て い ま す 。 現 在 、 本

地 域 周 辺 に 位 置 す る 布 忍 寺 （ 東 之 坊 ） や 大

林 寺 な ど は 、 永 興 寺 に 数 多 く あ っ た 塔 頭

（ た っ ち ゅ う ） の 一 が 継 承 さ れ て い る も の と

言 わ れ て い ま す 。  

永 興 寺 跡 の 中 心 部 分 と 思 わ れ る と こ ろ で

小 規 模 な 発 掘 調 査 が 行 わ れ ま し た 。 寺 院 に

直 接 関 係 す る 遺 構 は 確 認 で き ま せ ん で し

た が 、 平 安 時 代 か ら 中 世 の 軒 丸 瓦 な ど の

出 土 が あ り 、 平 安 時 代 後 期 創 建 と さ れ る 永

興 寺 の 存 在 を 裏 付 け ま し た 。  

 

6 .河 合 遺 跡 （ 分 布 図 番 号 . 1 5）  

 弥 生 時 代 か ら 中 世 に か け て の 集 落 遺 跡

で す 。 奈 良 時 代 の 豪 族 居 館 か 官 衙 と 思 わ

れ る 大 規 模 な 掘 立 柱 建 物 群 と 井 戸 、 幅 ５ ｍ

に も 及 ぶ 大 溝 が 発 見 さ れ て い る ほ か 鎌 倉

時 代 の 掘 立 柱 建 物 や 井 戸 な ど も 発 見 さ れ

て い ま す 。  

出 土 遺 物 に は 土 師 器 や 須 恵 器 ・ 瓦 器 な

ど が 多 数 あ り 、 大 溝 か ら は 土 師 器 の 胴 体 に

人 面 を 描 い た 人 面 墨 書 土 器 な ど が 出 土 し

て い ま す 。  

特 に 掘 立 柱 建 物 と と も に 日 本 で 最 古 級

の 秤 の 錘 が 出 土 し た こ と に は 注 目 さ れ ま す 。

建 物 の 主 は 度 量 衡 を 司 る 役 目 を 担 っ て い

た の で し ょ う か 。  

学 校 給 食 セ ン タ ー の 調 査 で は 、 奈 良 時

代 の 大 規 模 な 掘 立 柱 建 物 群 が 発 見 さ れ 、

建 物 の 大 き さ ・ 構 造 ・ 配 置 及 び 出 土 遺 物 等

か ら 奈 良 時 代 の 官 衙 （ 役 所 ） 跡 を 発 見 し ま

し た 。  

建 物 は 、 掘 立 柱 建 物 と い わ れ る 地 面 に

穴 を 掘 り く ぼ め 柱 を 立 ち 上 げ る 建 物 で 、 １ １

棟 以 上 が 建 っ て い た よ う で す 。 中 に は 数 度

に 渡 る 建 替 が 認 め ら れ る も の も あ り 、 柱 穴

の 一 部 に 沈 下 を 防 ぐ た め の 礎 板 が 敷 設 さ

れ る な ど 、 こ れ ら の 建 物 群 が 一 時 的 な 施 設

で は な く 、 継 続 的 か つ 丁 寧 に 建 て ら れ て い

た よ う で す 。  

建 物 の 配 置 は 、 北 側 に 梁 間 １ 間 、 桁 行 ７

間 以 上 の 東 西 建 物 、 東 側 に 梁 間 ２ 間 、 桁 行

２ ４ 間 の 南 北 建 物 、 南 側 に 梁 間 ２ 間 、 桁 行 １

２ 間 以 上 の 東 西 建 物 を 配 し 、 官 衙 特 有 の 長

屋 で 囲 む よ う に 区 画 し て い ま す 。  

調 査 で は 主 屋 は 確 認 さ れ ま せ ん で し た

が 、 官 衙 の 東 域 が 発 見 さ れ 、 北 と 南 の 東 西

建 物 の 間 の 距 離 は 約 ５ ６ メ ー ト ル を 測 り ま

す 。  

こ の 長 屋 の 東 側 で は 、 区 画 溝 を 挟 ん で



梁 間 ２ 間 、 桁 行 ３ 間 と 梁 間 ２ 間 、 桁 行 ４ 間 の

２ 棟 の 倉 庫 が 南 北 に 並 ん で い た よ う で す 。  

官 衙 の 建 設 に 伴 い 埋 め ら れ た 浅 い 谷 の

上 層 か ら は 、 奈 良 時 代 の 複 弁 の 軒 丸 瓦 や

瓦 片 が 出 土 し て い る こ と か ら 、 建 物 の 一 部

に 瓦 が 使 用 さ れ て い た と 思 わ れ 、 円 形 の 硯

や 「 吉 」 と 書 か れ た 墨 書 土 器 等 の 遺 物 も 出

土 し て い て 、 官 衙 遺 跡 の 特 徴 を 示 し て い ま

す 。  

谷 の 下 層 か ら は 、 漆 が 付 着 し た 飛 鳥 時

代 の 須 恵 器 の 壺 が 出 土 し て お り 、 周 辺 に 漆

を 使 用 す る 工 房 が あ っ た こ と が 想 定 さ れ 、

同 じ く 下 層 か ら 飛 鳥 時 代 の 丹 比 廃 寺 （ 堺 市

美 原 区 多 治 井 所 在 。 創 建 に 丹 比 氏 が 関 わ

っ た と 考 え ら れ て い ま す 。 ） 式 の 軒 丸 瓦 が 1

点 出 土 し て い て 、 丹 比 郡 を 本 拠 と す る 有 力

氏 族 で あ る 丹 比 氏 と の 関 係 に も 注 目 さ れ ま

す 。  

 

7. 新 堂 遺 跡 （ 分 布 図 番 号 . 25 ）  

 旧 石 器 時 代 か ら 中 世 に か け て の 集 落 遺

跡 で す 。 発 掘 調 査 で は 縄 文 時 代 の 溝 、 古 墳

時 代 後 期 の 掘 立 柱 建 物 ・ 溝 ・ 橋 、 平 安 時 代

か ら 鎌 倉 時 代 の 掘 立 柱 建 物 ・ 井 戸 ・ 溝 な ど

と も に 土 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 青 白 磁 ・ 黒 色 土 器 な

ど の 土 器 類 の ほ か 縄 文 時 代 の 石 棒 な ど が

出 土 し て い ま す 。  

古 墳 時 代 後 期 の 橋 は 、 そ の 時 代 性 や 発

見 さ れ た 場 所 が 古 道 の 推 定 地 で あ る こ と

か ら 、 古 代 交 通 史 を 考 え る 上 で 貴 重 な 資 料

と な っ て い ま す 。  

平 安 時 代 末 期 の 枡 が 出 土 し て い る こ と

も 注 目 さ れ ま す 。  

 

8. 岡 遺 跡 （ 分 布 図 番 号 . 2 6）  

遺 跡 の 中 央 部 を 中 高 野 街 道 が 縦 断 し 、

南 方 部 分 で は 竹 内 街 道 が 横 断 し て い ま す 。    

府 営 住 宅 の 建 替 に 伴 っ て 、 大 型 の 掘 立

柱 建 物 跡 と と も に こ し き 炉 の 跡 や ふ い ご 跡

な ど の 鋳 造 遺 構 が 発 見 さ れ 、 鋳 型 片 や 銅

滓 、 鉄 滓 な ど が 多 数 出 土 し ま し た 。 中 世 に

お い て 丹 比 地 域 に 根 付 い て い た 河 内 鋳 物

師 の 工 房 跡 と 考 え ら れ ま す 。  

  小 字 名 で 薬 仙 寺 と い う と こ ろ か ら 中 世 の

瓦 が 多 数 出 土 す る こ と を 確 認 し て い ま す 。  

広 隆 寺 文 書  に 見 ら れ る 中 世 寺 院  薬 泉 寺  

( 「 松 原 荘 年 貢 目 録 」 享 徳 元 年 ( 1 4 5 2 ) 9

月 ) の 跡 で は な い か と 推 測 し て い ま す 。  

 

9. 立 部 遺 跡 （ 分 布 図 番 号 . 2 7）  

 縄 文 時 代 か ら 中 世 に か け て の 集 落 遺 跡

で す が 、 寺 院 関 連 遺 跡 、 河 内 鋳 物 師 に 関 係

す る 鋳 造 関 連 遺 跡 と し て も 知 ら れ て い ま す 。   

古 墳 時 代 後 期 か ら 飛 鳥 時 代 ・ 奈 良 時 代 ・

平 安 時 代 ・ 中 世 と い っ た 各 時 代 の 掘 立 柱 建

物 群 が 発 見 さ れ て お り 、 脈 々 と 集 落 が 営 ま

れ て い た よ う で す 。  

鋳 物 製 造 の 際 に 必 要 な 粘 土 を 採 掘 し た

跡 や 鋳 物 製 造 で 廃 出 さ れ る 鉄 滓 を 廃 棄 し

た 土 坑 な ど も 溶 鉱 炉 の 破 片 や 鍋 や 釜 の 鋳

型 の 破 片 や 黒 色 土 器 や 瓦 器 な ど と と も に 、

竹 内 街 道 の 下 ま で 広 が り あ り 竹 内 街 道 の

敷 設 時 期 を 考 え る う え で 貴 重 な 調 査 と な っ

て い ま す 。  

 

1 0. 丹 南 遺 跡 （ 分 布 図 番 号 . 2 9）  

縄 文 か ら 近 世 に か け て の 集 落 遺 跡 で 、

江 戸 初 期 か ら 明 治 維 新 ま で は 丹 南 藩 の 陣

屋 が お か れ て い ま し た 。  

飛 鳥 時 代 か ら 奈 良 時 代 の 官 衙 と 思 わ れ

る 大 規 模 な 掘 立 柱 建 物 群 や 井 戸 ・ 道 路 、 平

安 時 代 の 井 戸 ・ 溝 、 中 世 の 寺 院 と 思 わ れ る

掘 立 柱 建 物 群 ・ 井 戸 ・ 河 内 鋳 物 師 に 関 係 す

る 鋳 造 関 連 遺 構 な ど が 発 見 さ れ て い ま す 。  

丹 南 藩 陣 屋 の 一 部 と 思 わ れ る 溝 や 柵 列

も 発 見 さ れ ま し た 。  

出 土 遺 物 も 非 常 に 多 く 、 土 師 器 、 須 恵 器 、

青 磁 、 瓦 器 、 瓦 、 木 製 品 、 金 属 製 品 、 埴 輪 な

ど 多 種 多 様 な も の が 出 土 し て い ま す 。   

元 和 ９ （ 1 6 2 3 ） 年 丹 南 郡 に 高 木 主 水 正  



正 次 が 初 代 丹 南 藩 主 と し て 就 封 さ れ 、 明 治

維 新 ま で 陣 屋 が 置 か れ 、 立 藩 4 0 0 年 を 迎

え ま し た 。  

 

1 1. 一 津 屋 町 遺 跡 （ 分 布 図 番 号 . 3 1）  

 縄 文 時 代 か ら 中 世 に か け て の 集 落 遺 跡

で す 。  

奈 良 時 代 の 掘 立 柱 建 物 と 井 戸 ・ 溝 な ど が

発 見 さ れ て い て 、 当 時 の 土 師 器 や 須 恵 器

な ど が 多 数 出 土 し て い ま す 。  

出 土 遺 物 の 中 に は 、 土 師 器 甕 の 胴 体 に

人 面 を 描 い た 人 面 墨 書 土 器 や 「 舩 」 と 墨 書

さ れ た 須 恵 器 の 蓋 、 「 カ 」 の 記 号 が 刻 ま れ た

土 師 器 の 皿 、 斎 串 な ど が あ り 注 目 さ れ ま す 。  

 

1 2. 大 堀 遺 跡 （ 分 布 図 番 号 . 3 3）  

遺 跡 内 に は 、 「 大 堀 城 」 ま た は 「 大 堀 塁 」 と

称 さ れ る 中 世 の 城 砦 が あ っ た と 伝 承 さ れ て

い ま す が 、 未 だ 発 見 さ れ て い ま せ ん 。  

古 墳 時 代 の 竪 穴 住 居 跡 や 飛 鳥 時 代 の 溝

跡 、 奈 良 時 代 の 掘 立 柱 建 物 跡 な ど が 発 見

さ れ て い ま す 。  

近 畿 自 動 車 道 建 設 工 事 に 伴 う 発 掘 調 査

で は 、 奈 良 時 代 の 瓦 が 多 数 出 土 し 、 今 は な

い 古 代 寺 院 「 大 堀 廃 寺 」 の 存 在 が 考 え ら れ

る よ う に な り ま し た 。  

 

１ 3. 大 塚 山 古 墳 （ 分 布 図 番 号 . 4 3）  

墳 丘 長  3 3 5 ｍ 、 前 方 部 幅  2 3 0 ｍ 、 後

円 部 直 径  1 8 5 ｍ 、 前 方 部 高 さ  4 ｍ 、 後 円

部 高 さ  2 0 ｍ 、 墳 丘 長 3 3 5 メ ー ト ル は 大

仙 陵 古 墳 （ 仁 徳 天 皇 陵 ） 、 誉 田 御 廟 山 古 墳

（ 応 神 天 皇 陵 ） 、 上 石 津 ミ サ ン ザ イ 古 墳 （ 履

中 天 皇 陵 ） 、 備 中 造 山 古 墳 に 次 ぐ 全 国 第 ５

位 に 相 当 す る 。  墳 丘 の 周 囲 に は 濠 が め ぐ

ら さ れ て い る 。 横 穴 式 石 室 を 窺 わ せ る 「 ご

ぼ 石 」 と よ ば れ る 石 材 が 知 ら れ 6 世 紀 後 半

に 比 定 さ れ て い る が 、 陵 墓 参 考 地 の た め 詳

細 は 不 明 で す 。  

近 年 安 閑 天 皇 の 未 完 陵 と 一 考 さ れ て い

ま す 。  

 

 

１ 4. 丹 比 大 溝 （ 分 布 図 番 号 . 5 0）  

 上 田 町 遺 跡 で 、 飛 鳥 時 代 に 開 削 さ れ た と

思 わ れ る 幅 約 １ ０ ｍ 、 深 さ ３ ｍ の 大 溝 が 発 見

さ れ ま し た 。  

大 溝 の 目 的 が 、 付 近 一 帯 の 潅 漑 用 水 路

で あ っ た の か 、 難 波 か ら 飛 鳥 に 通 じ る 舟 運

を 目 的 と し た 運 河 で あ っ た の か 議 論 が 分 か

れ る と こ ろ で す が 、 河 合 地 区 の 大 溝 と 併 せ

て 、 古 代 に お い て 国 家 規 模 の 大 規 模 な 土

木 工 事 が 行 わ れ た よ う で す 。  

 


